
 

 

伊 藤 隆 敏  教授 

 
専門分野：国際金融（金融政策、アジア経済、日本経済） 

学  位：Ph.D. in Economics（ハーバード大学） 

略  歴：1973 年一橋大学経済学部卒業。同大学院経済学研究科修士課程を経て、1979 年ハーバ

ード大学経済学博士課程修了（Ph.D.）。ミネソタ大学経済学部助教授、同准教授、一

橋大学経済研究所助教授、同教授、東京大学先端科学技術研究センター教授を経て、2004

年東京大学大学院経済学研究科、兼、公共政策大学院教授（2012 年同院長）に就任、

2014 年 4 月政策研究大学院大学教授（兼）東京大学公共政策大学院特任教授を経て、

2015 年 1 月より政策研究大学院大学教授（兼）コロンビア大学教授。その間、1992‐

94 年ハーバード大学ケネディ行政大学院客員教授、1994‐97 年国際通貨基金（IMF）

調査局上級審議役、1999‐2001年大蔵省副財務官、2006年 10月‐2008年 10月、経済

財政諮問会議の民間議員、2009年秋学期コロンビア大学ビジネス・スクール客員教授、

2014年より東京大学名誉教授、一橋大学名誉教授。 

 

１. 業 績（Ａ） 

（１） 図 書（単 著） 

＊ 「日本財政『最後の選択』―健全化と成長の両立は成るか―」全 272頁。（日本経済新

聞出版社、2015年 1月） 

（２） 雑誌論文（共 著） 

＊ “Exchange Rate Exposure and Risk Management: The case of Japanese Exporting Firms” 

Takatoshi ITO, Satoshi KOIBUCHI, Kiyotaka SATO, Junko SHIMIZU, NBER Working Paper 

Series No. 21040, March 2015. 

（３） 学会発表 

＊ 日本経済学会 2014 年度春季大会「高頻度データを使用した人民元の二重相場」、同志

社大学、2014.6.14-15． 

＊ International Economic Association 17th World Congress, “Arbitrage Opportunities in the 

Foreign Exchange Markets,” Dead Sea, Jordan, 6-10 June 2014. 

（４） その他 

＊ “We Are All QE-sians Now,” IMES Discussion Paper Series, No.2014-E-5 (August 2014). 

 

２. 業 績（Ｂ） 

（１） その他 

＊ 講演録：「金融・資本市場の成長戦略： GPIF改革の進展と残された課題」、『月刊 資

本市場』2015年 1月号（2015/1/10発行）26-40頁 

 

３. 助成金等による研究 

＊ 平成 26 年度科学研究費補助金（基盤研究 A）「外国為替市場のマイクロ・ストラクチ

ャーと効率性：高頻度データによる検証」研究代表者（科学研究費課題番号：基盤研究

(A)25245044） 

 

 



 

 

４. 教 育 

（１） 講 義 

＊ Japanese Economy (Spring Term) 

＊ Asian Financial Markets (Fall Term) 

 

５. 管理・運営への関与 

（１） 委員会 

＊ Policy Analysis Program Committee 

＊ One-year Master’s Program of Public Policy Committee 

＊ Two-year Master’s Program of Public Policy Committee 

（２） その他 

＊ 「第 102回 GRIPSフォーラム」（2014/12/1） 「日本の財政問題、社会保障と消費税」 

“Fiscal Problem in Japan: Social Security and Consumption Tax” 

 

６. 社会的貢献（Ａ） 

（１） 他大学・研究所等における活動 

① その他 

＊ パネルディスカッション： “Japanese Politics and Economy” コロンビア大学、2015/2/23 

＊ セミナー： “An Annual Event of the Center on Japanese Economy and Business” (CJEB)開

催、コロンビア大学、2015/2/20 

＊ Zadankai： “The Three-Year Itch: Can PM Abe Maintain the Honeymoon with Abenomics?,” 

Columbia Business School, 2015/2/12. 

＊ CJEB Annual Tokyo Conference Restoring the Japanese Economy (Thursday, May 15, 2014) 

（２） 財団法人等における活動 

① その他 

＊ 独立行政法人経済産業研究所（ファカルティフェロー・プログラムディレクター） 

＊ 公益財団法人東京経済研究センター（評議員） 

＊ 公益財団法人国際通貨研究所（評議員） 

（３） 学会等における活動 

＊ 25th Annual East Asia Seminar on Economics（2014/6/20-21、東京で開催）主催 

＊ “The Spring Meetings of the IMF and the World Bank Group” (April 7-13, 2014), IMF 

Seminar: Monetary Policy in the New Normal 

＊ アメリカ経済学会年次大会出席（2015/01/03-05） 

（４） 審議会等における活動 

＊ 財務省「関税・外国為替等審議会」外国為替等分科会委員（2005－2015）、分科会会長

（2011－2015）、審議会会長（2013－2015）、臨時委員（2015～） 

＊ 厚生労働省「社会保障審議会 （年金積立金の管理運用に係る法人のガバナンスの在り

方検討作業班）」座長代理 

＊ 内閣府「今後の経済財政動向等についての点検会合」（第 1回）出席（2014/11/4） 

（５） その他 

＊ 金融・資本市場活性化に向けて重点的に取り組むべき事項（提言）」（2014/6/12） 

 

 



 

 

７. 社会的貢献（Ｂ） 

（１） ジャーナリズムでの発言 

① 活字メディア 

＊ Financial Times: 

 March 4, 2014. Takatoshi Ito, “Japan's pension fund must cut bond holdings”  

＊ Wall Street Journal 

 September 3, 2014. “Quitting Japan, Top Economist Blames Labor Rules” 

＊ 日本経済新聞： 

 2015/01/23 「再考 成長戦略（下） 競争こそ強い農業への道」（東京大学・本間

正義教授との共著） 

 2014/04/24 「公的年金運用を考える（上）」 

 2014/12/15-19（夕刊）「人間発見」 

 2014/11/26 「伊藤隆敏氏、15年度の PB赤字半減「不可能でないがかなりきつい」」 

＊ 朝日新聞 DIGITAL 

 2015/1/22 「原油安理由に緩和、不必要 伊藤隆敏・コロンビア大教授」 (聞き手・

福田直之) 

 2014/8/1 「教えて！成長戦略・2 年金積立金で株買い増し、大丈夫？」 

＊ 毎日新聞朝刊  

 2014/12/19、11面「論点：公的年金資産株式運用の是非」 

＊ 『J-Money』 

 2015年冬号、18頁、 「財政の黒字化には消費税率 15％以上」 

＊ Bloomberg.co.jp 

 インタビュー記事（2014/6/24、2014/6/12） 

＊ Bloomberg.co.jp (2014/8) 

 『2014年 7月日本経済レポート』 

＊ Bloomberg BRIEF（DIGITAL NEWSLETTERS）（2014/7/14） 

 “ABENOMICS VS THE DEFLATION MONSTER” 

＊ 新生銀行ホームページ（2014/12/15） 

 「スペシャルリポート：アベノミクス 3年目、2015年の日本経済展望」 

＊ Beacon Reports (2014/9/30) 

 “Shinzo Abe’s Olympic challenge….. Road map to fiscal sustainability by 2020” - by 

Richard Solomon  

＊ 日経ビジネス  

 2014/6/23号、54頁、「若い世代の積立金がなくなる」 

＊ 一般社団法人不動産証券化協会「不動産証券化ジャーナル」 

 Vol.21（2014/10/1発行）p114-121「日本経済の課題と不動産市場」 

② 電波メディア 

＊ TV東京「モーニング・サテライト」（2015/2/16、2014/12/26、2014/11/4、2014/9/8、2014/7/2、

2014/06/15、2014/4/24） 

＊ 「テレビ東京ビジネスフォーラム 2015」（2015/2/11） 

＊ NHK「NHK World News」（2015/1/16） “Economic Outlook 2015: US” 

＊ BSジャパン「日経みんなの経済教室」（2014/10/19、2014/9/2、2014/08/24、2014/04/20） 

＊ 「モーニングサテライトシンポジウム 2014年夏」基調講演（2014/7/15） 



 

 

（２） 講演会, 座談会, 会議出席 

＊ 公益財団法人資本市場研究会  第 98 回時事懇談会（2014/12/3） 「金融・資本市場の

成長戦略：GPIF改革の進展と残された課題」 

＊ 一般社団法人如水会「第 87期一橋フォーラム 21」（2014/10/1） 演題：「国際通貨：

市場と政策」 

＊ ブルームバーグ主催特別セミナー（2014/8/5） 「GPIF改革と日本経済の未来」（パネ

ルディスカッション） 

＊ 内閣府 経済社会総合研究所 国際コンファレンス（2014/8/1） 「日本経済の持続的

成長のために」（パネリスト）  

＊ Yale School of Management, International Center for Finance (2014/7/10) “Future of Global 

Finance” に関するインタビュー 

＊ 13th BIS Annual Conference (2014/6/27) “The global financial cycle: policy challenges” 

＊ 日本銀行金融研究所主催 2014 年国際コンファランス（2014/5/28-29） “We Are All 

QE-sians Now”, Paper Presenter  

＊ 日本記者クラブ講演 

 2014/11/26: 「10％先送りが問うもの」 

 2014/10/21: 「130兆円は誰のものか－年金運用改革を問う」 

＊ 日経・東大日次物価指数共催セミナー（2014/10/30） 「物価から見た日本経済 ～ 日

経・東大日次物価指数の役割」（東大日次物価指数プロジェクト） 

＊ Japan Society (New York)（2014/10/7） Abenomics: Impacts on Asia and the U.S. 

＊ 第 9 回 ARESマスターコンベンション（2014/7/22） 講演「日本経済の課題と不動産

市場」 

＊ 経済倶楽部講演（2014/4/4） 「成長戦略は成功するか？ ――農業と年金基金改革を

中心として」関連 HP: 『経済倶楽部講演』 2014/6月号 No.784 


